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前日本王者・菊井撤平、再起戦へ向けジムワークを開始！
　さる２月１２日、河野公平選手（ワタナベ）に判定で敗れ王座を失ってしまった前日本スーパーフライ級チャンピオン（WBA同級9

位・WBC同級15位)・菊井徹平。約１週間ほどの休養を経て、再起戦へ向けジムワークを再開。４月に入ってからはスパーリングも

徐々に始めている。現在のところ再起戦については８月を目標に各関係者と調整中。尚、菊井は６月２日に行われる、王者・河野

公平選手（ワタナベ）対挑戦者・三枝健二選手（新開）の日本スーパーフライ級タイトル戦の勝者に挑戦状を出す予定。

元日本王者・木村章司も次戦へ向けジムワークを開始！
　さる３月１０日、無敗のホープ・宮将来選手（ヨネクラ）にダウンを奪った末の判定勝ちで再起を果たした元日本スーパーバンタ

ム級チャンピオン（WBC同級21位・日本同級2位)・木村章司。試合１週間後より三たび世界戦線へ向けジムワークを再開した。

　次戦の日程については８月～９月を目標に各関係者と調整中。当面の目指すところは山中大輔選手（白井・具志堅S）から下田

昭文選手（帝拳）に移った日本スーパーバンタム級タイトル奪回になる。

日本女子王者・猪﨑かずみ、タイトル初防衛戦正式決定！
   日本女子フライ級チャンピオン・猪﨑かずみ（鴨居）の初防衛戦が正式に決定した。６月２４日（日）新宿ＦＡＣＥで世界戦経験の

ある実力派サウスポー・上村里子選手（フィオーレ)の挑戦を受ける。４月１５日にノンタイトル戦で韓国選手をＴＫＯで下し、改めて

国内最強を示している王者・猪﨑としては世界挑戦へのチャンスを掴む為にもここは絶対に負けられない一戦。猪﨑の好内容で

の初防衛成功を大いに期待したい。

◆試合結果（07年5/3迄） 鎌田、Ｂ級(6回戦)初戦を飾る！ 増田、日本ランク獲得ならず。。
日付・場所 試合名・階級 選手名 結果 対戦相手

  4月  2日（月）後楽園 ４回戦・東日本新人王T  小林 拓也  △４回引分（敗者扱） 吉田 隆洋（金子）

・新人王戦２度目の小林。初回こそ出入りのあるボクシングを展開も２回から相手のペースで戦う場面が多く、引き分け（3者3様)敗者扱いに。2勝1KO4敗1分

  4月  4日（水）後楽園 ６回戦・フェザー級  鎌田 剛幸  ○６回判定勝ち 本田 尚司（Ｆ赤羽） 

・初のＢ級(６回戦)戦となった鎌田。２回にダウンを喫するが、以降は長身のサウスポー相手に終始攻め込み、２－１の逆転判定勝ち！6勝1KO3敗3分

  4月18日（水）後楽園 ４回戦・東日本新人王T  入江 一哉  ●４回判定負け 小川 利希（宮田）

・新人王戦初出場の入江（弟）。初回からいつもの迫力ある攻撃が見られず、相手のヒットアンドアウェーを許してしまい０－３の判定負け。3勝2KO2敗

  4月23日（月）後楽園 ４回戦・東日本新人王T  加藤 了三  ●２回ＫＯ負け 渥美 博文（横浜光）

・２度目の新人王戦出場の加藤。初回から相手の右に苦しむ。２回、右ストレートでダウンを喫し、立ったもののカウントアウトされてしまった。3勝7敗2分

  4月25日（水）後楽園 ８回戦・Ｓバンタム級  増田 大氣  ●３回ＴＫＯ負け 杉田 祐次郎（ヨネクラ） 日本９位

・ランカー初挑戦の増田。相手の攻撃力に対し、足と右アッパーで応戦も、相手のパンチと判断された自身の傷が深くなり無念のTKO負け。6勝3KO4敗1分

  4月26日（木）後楽園 ６回戦・Ｓフライ級  田畑 光輝  ●５回ＴＫＯ負け 茗荷 新緑（川島） 

・A級(8回戦以上)王手の田畑。サウスポー相手に３回まで優勢も４回にダウンを喫する。勝負に出た５回に右フックのカウンターを喰ってしまった。6勝3敗3分

  5月  3日（木）有明 ４回戦・フライ級  中野 敬太  ○４回判定勝ち 茂木 吉宏（ワタナベ）

・２勝目を狙う中野。右フックを多用するファイター相手に初回から打ち合いを展開。３回には左ボディをヒットさせ、２－０とはなったが判定勝ち！2勝1敗1分

◇試合予定　　   佐藤昭、入江一幸がＡ級戦。 田村啓が元Ａ級の高平浩一選手と対戦。
日付 場所 選手名 戦績 ラウンド クラス等

  ６月　４日（月）   パシフィコ横浜  直 　 太郎   デビュー   ４回戦  バンタム級

  ６月１３日（水）   後楽園ホール  田川 智久   ７戦１勝５敗１分   ４回戦  東日本新人王T(ライト級)

  ６月２７日（水）   後楽園ホール  田村   啓 １５戦４勝１ＫＯ１０敗１分   ６回戦  ５４．０ｋｇ契約

  ６月２９日（金）   後楽園ホール  伊藤 圭太   ９戦４勝１ＫＯ４敗１分   ４回戦  東日本新人王T(Ｓバンタム級)

  ７月　１日（日）   有明コロシアム  小野 成大 １２戦１勝９敗２分   ４回戦  バンタム級

  ７月　４日（水）   後楽園ホール  入江 一幸 １０戦７勝２敗1分   ８回戦  スーパーフェザー級

  ７月　８日（日）   大森ゴールドジム  勝沼 祐介   デビュー   ４回戦  スーパーライト級

  ７月　９日（月）   後楽園ホール  佐藤　 昭 １７戦６勝１ＫＯ１１敗   ８回戦  フェザー級

  ７月１２日（木）   後楽園ホール  田畑 光輝 １２戦６勝３敗３分   ６回戦  スーパーフライ級

  ７月１７日（火）   後楽園ホール  中川 健司   ７戦５勝２ＫＯ１敗１分   ６回戦  フェザー級

  ８月　６日（月）   後楽園ホール  和田 直樹   ９戦６勝１ＫＯ３敗   ５回戦  Ｂ級ﾄｰﾅﾒﾝﾄ･ｳｪﾙﾀｰ級準決勝
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